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はじめに

１９９７年の中国返還により香港特別行政区となった香港は、[､i積がLO98knl2で人

口は681.6万人（2003年６月現在）である。i(li債にして大阪府のおおよそ３分の２，人

L1にして４分の３にｷⅡ当する規模を想定すればちょうどよい。香港には2003年初

頭現在で、1,200余名の野摘生活苦が路上で2k活を送っている。大阪府に8,000名

近い野宿生活者が存在していることと比較するならば、少ない数と言えるかもし

れないが、近年の香港においては野宿生活者の存（1；が問題化され、いくつかの政

策が策定され実施されてきた。筆者らの科(リトチームは2001年１２月から２００３年１

月にかけて4度にわたり香港を訪ｵ1,-一連の支援活動の担い手となっている野宿生

活者支援団体やその施設を見学させていただき'111き取り調査を行った。

香港における野宿生活者支援への取り組みは、日本の政令指定都ilTやそれを抱

える府県にとっても、ある意味で参考になるシステムを有している。詳細な香港

調査報告は改めて行うとして、本稿では野宿生活者支援団体と行政側との間で交

わされた公文書の翻訳資料（<翻訳１〉とく翻訳２>）を通して、香港における野宿生

活者の実態と自立支援事業の進展プロセスを紹介したい。

背景

香港における野宿生活者に対する1111〕組みは、１９８７年がひとつの分岐点であっ

たと言える。１０８７年以前まで、野宿生活者そのものを対象とした文援サービスは

なく、同郷会や慈葬団体などが広く生活困窮者に様々なサービスを行うなかに野

宿生活者も含まれていた｡サービスの内容も|÷1立支援を見据えたものではなく、生

活必需品や食糧を緊急避難的に提供することが=iZな'三Ｉ的であった。こうしたなか
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で、野宿11ｺﾞlliffをもっぱらのj(|象としたサービスを、１リ８７ｲＩ:に救世flf（SulvaIion

A｢my)が香港でｌＩｋｉﾘ]にｸｲiめている｡サービスを'''１始した」|ﾘ｣、政ｌｌｉから牧lu3Iiへの

資金援助はなく、｜]1ｉｉｉでサービスを提供していたが、１０８リイ|iになって、政府もそ

の活動の必要性を認めて溢金lIiU))を始めている。それによって、救ｌＵｉｉＩはﾉL龍サ

イドに111i:術41；活ff文掘lliji没を|)'１設し、その後、わずか`If'１のスタッフで、否港烏も

含めて香港全」:をカバーすることとなる｡次の転機となったのはlﾘﾘ3ｲﾄﾞであった。

この年、l1f術(|;iili制ｌＩ１ＭＩｌにllllするワーニ)ニンググループの杵I|'に｣!（づいて、社会編

利署（SocialWclIllrcl)CIM1Il111cnl）が当該|Ｍ１題に取り組むための総合戦略を発友した。

6ヶ月ごとにili検討さオ1るこの戦略には､野宿生活背へのう'ウトリーチとカウンセ

'」ングサービスのlii化・シェノレターと簡易宿所(１１｢banllosIcl)の識liZi･デイセンター

の供給lＭ１といったili施簸が含まれていた。

香港における111i:1iW化i1Iiff対簸のひとつの特徴は、こうした,;h施莱を社会編｢'１鍔

が直接実施するのではなく、Ｎ(i()などによるサービス提Ｉｌｌｉを災Ijllするところにあ

る。その後、例えば、ｌﾘﾘ６ｲ|そに型ジェームズ・セツルメント（SIJa,mes,ScⅡlCmCnL

以一卜ではSIjalnc§と１１%す）がilfilb,Ihliで、基将教關懐無家行|)ＩＩｌｆマ（Ch｢isli(''１CollccmIi1rlhc

llomclcssAss(,cii1IiID叺以卜では((11Ａと略す）がﾉL龍サイドで支援サービスを|)'１始した。

その後も野1fiLl;iiIiijfを支援するＮ〔}()の参入が続き、文末に示したく翻訳２〉の表

４に挙げられているように、リl(i；では支援サービス施設も1脚えた。香港の野宿生

活者対策のもうひとつの特徴は、一連のサービス211F業が襖合的に腿ｌｌｌ１されている

ところにある。’１本のコンテクストに置き換えれば、「路」２から」：実態・ニーズ

調査および巡|回''１１談（アウトリーチ)、「鵠の上へ」：シェルター・ケアセンター・［１

立支援センター・虹41ﾐ施設、「ｻﾞ|:の上にあがってから」：就労'１１立文接・居住支援、

といった３段階になろうが、ifi晨港ではこの各々のサービスに様々なＮＯＯが参与し

ており、互いに緊帝な述l)1を保ちながら二);業を股ＩＨＩしている。また、一連のサー

ビス事業に対する１１W(,||i機能もIlliわっており、情報公|)１１も徹底されている。総じて、

|｣水の支援対鞭よりも数Ｉ|:lilいPIT災展|》|を見せており、今後の'１本の各hlliliにお

けるひとつの亘|;業Ifirflとして参11(Ｉされるべき点は多い。

さて、社会WI1ｲ||料が文援サービスにＮＧＯの参入を奨励していると先に述べた

が、そこに最るまでの過''１１において、喬港祉匹組織協会（SoCiU1y「(,｢Con1munily

O『g〔,nIzaⅡ0,,、ｕ１<ではS(,(､()と略す）の果たした役割はJli術に入きい。二'二リスト散会系

を[|]心に１０７２〈'2にⅢ没,』[さｵ{たｓい(､()は、人権擁護ﾄIl体というIIl:格を前、iに打ち('１
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しWiIIしてきた[Ｊ１体である。設立当初

から現/[まで、住宅llM蝋・生活保護・

不安定就労・新移民．エスニヅクマイ

ノリティ．医療過誤など、尖に広範な

ｌｈｉｊｍｉでの人権侵害に対して､その当事

行たちを組織してliIiiﾘjやji1i勅を行い、

政府に対して異議１１'し立てをするサ

ポートを行っている。

，９７０ｲ,三代､生存権を('【(rかされるほど

の露骨な貧困や貧窮状況に対して､そ |llilliiiMllI 
うした人々の声や要望をリ|さlⅡそうと写真１ノLiMサイド(J1文[{1にあるSOCOの-イワィス

いう街頭)i'』の運動スタイルは、当局か

らにらまれていた。しかし、８()《|皇代の香港民主化の流れのなかで、ｓ()c()のメン

バーたちは様々なｿｉｉＩＷＩ'し立てを、デモや請願といった形で政府側に要求-ﾘｰる－.

ﾉﾉ、政府系の委員会などに|<１１M)さオlることも多くなり、－．１iiiのロビーｈＩｉｌｌｉ１ｌを行う

ようになった｡lﾋﾟﾉﾉ|Ｊ１体というものがあまり歓迎されない二ｔ境のなか､ｓ(〕c()は秀

池における数少ない人権ｌｌｉ(0遡派の圧力団体の一つとして成長してきた。スタッフ

はjjM：でもわずかり'１であり、活動資金の３分の１は外国の教会から、３分の１は

公益（慈霧団体が一般から広く集めた寄付金）から、残りの３分の１は政府からの援助

で〕ili憐されている。メンバーたちは社会編ドル経済学・社会学・都Tl丁計iI11i・巡築

学などに精通しており、いわば活動をともなう浩三｢のシンクタンクとも言える。

Ｓ(〕ＣＯは野宿生活者lllllulに関しても､政府0111にアクセスしながら様々なililﾘ|を苑

炎し調査や提言を行い、そｵlらを公表することにより香港での世論形成に多大な

画献を果たしてきた。ｓ()()ｏがil1f宿生活者１１１１題に本格的に取り組みllIしたのは

Iﾘﾘﾘ<lHであった．その発端となったのはｌりり７ｲＩＺのIMI了金融危機で、このｲ|:を境

に佇港の野宿生活背の|人1容が大きく変容したことに起|ＡＩする。１ＭＦ金融厄機以liii

の1111:耐41ﾐ活者は、高齢行やＩ,ｉｉｌｌＩｌ疾患者、あるいは薬物IIl赤やアルコール[|ljliの人

が般的であったのに対し、それ以降は失業に超lklする２ｏ歳代から４(１歳代の野

1if'|ii1li者が急増してほぼ､|〈数を占めるまでになった。新たな野1ibi生活行たちは1l1f

l｢ibl1Ulllllが｜Ⅱ対的に短く、’’''１ではなく深夜になってから外に|[}てくる人が多く、

従来のｉｔ会編ﾄﾞｌｌ署が提供する編ｉＩｌミサービスではIIli捉できない状態にあった.こう
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したWiたな事態に機敏に対応するには、新たな支援サービスの|)'１拓が必典である

との認識のもと、ＳＯＣＯは|ﾘﾘﾘｲ'２に後掲のく翻訳１〉で言.及されているUr1｢Ｍ;１１Ｗ

背iil11盃を行い、住・食・就労が一体となった包括的な支援サービスの必嬰性を訴

えた。

〈翻訳１〉はSOCOが独|:|のIIlfriii生活者調査にﾉAづいて社会編利署に行った様々

な提言に対して、社会福利科が１Ｍ状をどのように認識し、Ｗｉたにどのような政策

を打ち{|}すのかを回答した政1イルポートである。ここで打ち111された新たな政策

の－．１１１１はすでに実現されており、香港における'二l立文慨ｇＩｉ業の進展プロセスがｸⅡ

火に伺える文献となっている。

翻訳資料を紹介する前に､耐&のzl」要な野宿flihI1/f文|畷'１|体の役割について､mi

li1にＷｆｌ１Ｉ１しておきたい。香港では1iii述の救lUflI・ＳＬｊｉｌｍｃｓ・CClIAが、野『iii(|ﾐi11r行

文|畷の最前線に立つ二１２要な卜11体である。これら３つのＮ(i()ﾄ11体は、１三として11Ｗiｉｉ

弱聴品

《iilii;iiUlii雲i'零llj鑿iiTA瀞
の〃Ｐｌｊ

iii灘乳塑L』

雷19傘

蔵…

図１，ｆｉｉｉｌＬ・ノL龍の概略図

ロで|'ル』た地名は、炎`lにリストアップごオ'た支援ナービスＭｉ謎がUiｲl:する代表的な地区である。

★は深夜に多くの野宿生活ffがiiい､する尖沙DIIのivi池文化ヒンターである。

8４ 














































